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細菌感染を合併 し自壊 した陰嚢類表皮嚢胞の1例
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RUPTURE OF INTRASCROTAL EPIDERMOID CYST COMPLICATED 

        BY BACTERIAL  INFECTION  : A CASE REPORT
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   A 63-year-old male visited our hospital with the chief complaint of right scrotal pain. The right 
scrotum was swollen to the size of a small egg, and its skin was reddish. The mass was palpable 
independent of the right testis and epididymis. We diagnosed an intrascrotal abscess. The pus 
spontaneously issued from the scrotal mass. Sequentially, the abscess was extracted under spinal 
anesthesia. Membrane-like tissue assumed as the abscess wall was removed. 

   Histologically, the abscess wall was composed of epidermal structure with epidermal 
keratinization, and horny material was found inside the wall. In the scrotal epidermis overlying the 
abscess, infiltration of neutrophils, lymphocytes, and multinucleated giant cells were observed. 
Anaerobic bacteria were detected in the pus of the abscess. Consequently, we diagnosed this case as 
rupture of an intrascrotal epidermoid cyst complicated by bacterial infection. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  47  : 441-443, 2001) 
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緒 言

精巣,精 巣上体,精 索といった陰嚢内容 とは無関係

に発生する陰嚢内の類表皮嚢胞(以 下,陰 嚢類表皮嚢

胞)は,稀 な疾患であるとされ,本 邦では21例が報告

されているト6).し か しこのうち感染 を合併 した症例

はきわめて少なく,現 在 までに1例 の報告をみるのみ

である.今 回われわれは感染に伴 う症状が顕著で,最

終的に自壊にまで至った陰嚢類表皮嚢胞 を経験 したの

で報告する.

症 例

患者:63歳,男 性

主訴:右 陰嚢部痙痛

既往歴:10年 前,陰 嚢部の粉瘤(近 医にて摘除,詳

細不明)。5年 前,大 腸ポリープ.

現病歴:1999年5月3日 より右陰嚢部に軽い疹痛を

認めた.翌 日になり痙痛が増強 したため,当 院救急外

来受診 し,抗 生剤(FMO)ぐ)投 与 と消炎鎮痛斉IJの処
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方 を受け,い ったん帰宅 した.し か しその後 も症状 の

軽快 を認 めず,当 科 を受診 し,精 査加療 目的にて5月

5日 に当科入院 となった.

な お,右 陰嚢の腫瘤 については1年 ほ ど前 よ り気付

いてお り,徐 々に増大 していったとの ことであった.

入 院時現 症:右 陰嚢 は腫脹 し,全 体 に発赤 を認 め

た.腫 瘤 は小鶏卵 大で,弾 性軟,ま た圧痛 を伴 ってお

り,膿 瘍 を疑 わせた.触 診上,右 精巣 は腫瘤 の内側 に

位置 し,腫 瘤 との連続性 は認 め られ なかった.体 温

36.7度,血 圧122/88mmHg.

血 液,尿 検査 所見:白 血球 数10,4rOO/mm3,CRP

2。00と 軽 度の炎症 反応 を認 めた.尿 沈渣 で はWBC

2～4個/hpf,RBCO個/hpf,ま た尿糖(一),尿 蛋

白(一)で あった.

画 像診断:CT上,右 精巣 とは別 に,腫 大 した右陰

嚢内容 を認め た.そ の大 きさは4.5×3.5×4.5cmで

あ った.ま たその内部 にはガス と考 えられ るlowde-

nsityareaが 散在 してい た(Fig.1).

以 上 よ り陰嚢 内膿瘍 と診 断 し,膿 瘍摘除術 を予定 し

た.術 前 日に膿瘍 は自壊 し,膿 の流 出を認めた.

術 中所見:5月7日,腰 椎麻酔下 に陰嚢内膿瘍摘 除
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Fig。1.CTscanshowedrightscrotalmass

withgasapart丘omtherighttestis.

術を施行 した.右 陰嚢皮膚に,陰 嚢基部より膿瘍部分

の直上へ到る縦切開をおいた,皮 下より膿と壊死組織

の流出を認め,こ れらを掻爬 した.さ らに陰嚢内部に

膿瘍の隔壁を思わせる膜状の組織を見いだし,こ れを

鋭的に切除 した.右 精巣は病巣部 とは連続 してお ら

ず,温 存可能であった.感 染による変色の著 しい皮膚

を一部切除し,創 部再感染の可能性を考え,頭 側3分

の1の 皮膚のみ3-0ナ イロン糸で縫合した.下 方はそ

のまま開放 としヨー ドホルムガーゼを詰め,手 術 を終

貯

産

誌堀騨騨 騰
が 窺,,.㌦.疑 卸∵,、 二三.・ ∴ ＼ 義,

Fig.2.Microscopicappcaranceoftheabscess
wall(epidermoidcyst).

了 した.

組織診断:膿 瘍の内容は組織学的に角化物であるこ

とが確認 された.膿 瘍壁 として採取 した組織は,同 時

に採取 した陰嚢皮膚 とは明 らかに異なる表皮構造 を

保っており,表 皮型角化を認めた.炎 症反応は強く,

好中球,リ ンパ球の浸潤の他,一 部出血 も見 られた

(Fig,2).

膿瘍を覆っていた陰嚢皮膚には炎症反応 を伴った肉

芽組織を認めた.表 皮直下より真皮下層 まで炎症細胞

の浸潤を認め,一 部に巨細胞を認めた(Fig.3).

以上より,陰 嚢類表皮嚢胞と診断した.

膿培養:自 壊後,流 出した膿 より嫌気性グラム陽性

球菌を検出した.

その後,開 放創は深部よりの肉芽の盛 り上が りと共

に自然閉鎖した.

術後,1年 以上が経過したが,現 在まで再発を認め

ていない.

考 察

陰嚢類表皮嚢胞 は稀な疾患であるとの認識の もと

に,1994年 に原田らが集計 した14例Dと その後の7

例2～6)を合わせ,本 邦では現在 までに21例 が報告され

ている.粉 瘤(切 開すると特異な悪臭のある粥状内容

を排出する腫瘤の臨床名)の 多 くが組織学的には類表

皮嚢胞であること7),陰 嚢は粉瘤の好発部位 とされて

いることを考え合わせると,陰 嚢類表皮嚢胞自体は決

して稀な疾患ではないと思われる.し かしながら,他

の腫瘍性病変との鑑別が必要 となるほど発育した陰嚢

類表皮嚢胞はきわめて稀である.

陰嚢類表皮嚢胞の発生機序に関しては諸説があ り,

明らかではない 陰嚢縫線の癒合不全説を支持する報

告5・8)もあれば,奇 形腫の亜型 とする説を支持する も

の3・9)もある.ま た外傷 による発生 を示 唆す る報

告4・10)もある.本 症例 を含めた22症例の発生年齢,発

生部位 をTablelに 示した.10歳 以下の小児につい

てはすべて正中においての発生であ り,や はり小児の

陰嚢類表皮嚢胞の発生原因は陰嚢縫線の癒合不全であ

き 礎驚懸》 欝

鰍鱗織
Fig.3.MicroscopicappearanceofthescrotaI

epidermis.

TableLLocationofintrascrotalepidermoid

cyst

Age
Locationofintrascrotalepidermoidcyst

MiddleofthescrotumLeftscrotumRightscrotum

一10

-20

-30

-40

-50

-60

61一

4

0

1

0

1

0

1

0

0

2

2

3

2

1

0

0

0

0

2

1

2

(y.o.)
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るように思われる.一 方,成 人における発生部位はほ

とん どが左右いずれかであ り,他 の成因が考えられ

る.本 症例では過去に粉瘤の診断のもと,陰 嚢の切開

を受けてお り,そ の残存の可能性や,手 術操作による

外傷的な要因が推測される.

細菌感染を伴った陰嚢類表皮嚢胞 としてはKawai

ら3)の報告に次 ぎ,今 回の症例が本邦2例 目である.

Kawaiら の報告例は糖尿病を合併 しており,易 感染

性について否定できないが,本 症例は糖尿病などの基

礎疾患 を有 してお らず,嚢 胞感染の原因は不明であ

る.ま た前者では疹痛などの自覚症状に乏しかったの

に対 して,後 者では局所の強い痙痛や発赤 といった炎

症症状が認められた.検 出された細菌もそれぞれ連鎖

球菌,嫌 気性菌と違いが見られた.し たがって,と も

に感染合併陰嚢類表皮嚢胞ではあるが,両 者が同じ機

序で感染を起 したとは考え難 く,こ の点に関 しては今

後の症例の集積 を待 って検討がなされなければならな

いと思われる.

一般に類表皮嚢胞は,破 裂するとその内容が周囲に

漏れ出して強い異物反応を生 じ,嚢 胞壁までも破壊さ

れる.ま た組織学的には多数の多核巨細胞の出現をみ

るとされるH)本 症例で もこのような所見が認めら

れたが,強 度の炎症反応は,細 菌感染 と嚢胞内容流出

に伴 う異物反応の両者に起因するものと考える.

今回,嚢 胞壁には悪性像は認められなかったが,陰

嚢皮膚には核分裂像が通常よりも多 く認められた.破

裂後の類表皮嚢胞には偽腫瘍性増殖がみられる可能性

があるとされる11)が,こ のことと何らかの関連があ

るかもしれない.

類表皮嚢胞の悪性化の可能性について言及している

報告8・9)もあるが,本 邦では悪性化 したとの報告はな

い.ま た過去に類表皮嚢胞の悪性化とみなされた症例

のいくつかは,破 裂嚢胞内の偽腫瘍性過形成か,増 殖

性外毛根鞘性腫瘍であろうとする見解ll)もある.

治療としては,腫 瘤摘出術が一般的であ り,本 邦報

告例のすべてにおいて施行されていた.感 染 を伴った

類表皮嚢胞の治療は ドレナージのみで良い とする意

見12)もある.し かし,組 織学的な確認の必要性 と再

発予防の点からは,感 染を伴 っているものについても

腫 瘤 摘 出 が 望 ま しい と考 え る.

結 語

嫌 気 性 菌 感 染 に よ り 自 壊 に 至 っ た 陰 嚢 類 表 皮 嚢 胞 の

症 例 を 経 験 し た の で 文 献 的 考 察 を 加 え,報 告 した.
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